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保健室

３学期が始まって約１週間が過ぎました。今年もよろしくお願いいたします。生

活習慣は徐々に戻ってきたでしょうか。学校モードになってきましたか。３学期は

あっという間に過ぎてしまいそうですね。

毎日、朝の検温、手洗い、マスクの着用等ご協力ありがとうございます。３学期

もよろしくお願いいたします。とっさに出るくしゃみや咳などで飛沫が飛ばないよ

うに咳エチケットも引き続きよろしくお願いいたします。
上手に息抜きできてい

ますか？

テストや緊張することなどが近くなると、不安でしんどくなったりイライラすることも。

無理をしすぎず、自分のペースでひと休みすることも大切です。わたしの息抜き方法は外の

空気を吸うことです。冬は空気が冷たくてすっきりした気持ちになります(*^_^*)



～ちょっと一息…。小話いかがですか～

文部科学省の 2002 年の調査では、日本の小中学校では６．３％の割合

で発達に関する課題を抱えている子ども達がいるとの調査結果がありま

す。

最近ではこうしたことの理解が、世の中でもかつてより進み、それぞ

れの子どもの特性に応じた対応が学校でも求められるようになりました。今回、このよ

うなケースにとどまらず、どのような子ども達にも配慮できる情報について、先日開催

された平川市学校保健会での研修内容から一部引用し、ご紹介させていただきます。

保護者の皆様におかれましても、お子様の子育て等でヒントとなるようでしたらご活

用いただければ幸いです。

上記の小話とはあまり関係はありませんが、この文章の書体は「UD デジタル教科書体」

というユニバーサルデザインフォントを使用しています。

★「UDデジタル教科書体」とは？！

→名称につく「UD（ユニバーサルデザイン）」が示すとおり、誰にとっても利用しやす

いユニバーサルデザインのコンセプトに基づき作成されています。子どもたちにも読

みやすく学習にも配慮した書体として活用されています。Windows10 に標準搭載され

ているので目にしたことがある人が多いかもしれません。初めは使い慣れなかった

「UD デジタル教科書体」。今ではすっかりお気に入りの書体になっ

ています。

これからも誰にでも見やすい書体、読みやすい文章でほけんだよりを

作成していきたいと思います。

○指示や説明が伝わりにくいと感じたら、具体的にわかりやすく言いましょう。

○子どもをたくさん褒め（認め）ましょう。

○他の子どもさんや兄弟と比較しないように注意しましょう。

○学習に集中できる環境を作りましょう。

○短時間で達成できる課題を準備し、こまめに声をかけましょう。

○用事を頼むときには、１ずつにしましょう。

○子どもが感情的になったときは、冷静に対応しましょう。

○子どもが興奮しているときは、叱ったり、なだめたりせず、クールダウンす

るのを待ちましょう。

○賞罰（「◎◎できたらご褒美だよ」や「これやったら●●だからね」など）は

事前に予告して伝えておきましょう。


